中国の定期刊行物から中国音楽の最新事情を読む : 《人民音楽》を中心に by 増山 賢治
















《人民音楽》2007 年 1 月号　表紙






























5mixed muses no.3 
その指針を示すための前提としたい。まず、今回は中国を代表する音楽定期刊






















































































8 mixed muses no.3





















音楽、楽海鈎沈（ピックアップ）、中国音楽 “ 金鐘賞 ”、表演芸術（演奏芸術）、
音教園地（音楽教育の活動舞台）、音楽学探索、書林漫歩、社会音楽生活、楽
事短評、環球採風（世界から）、楽海短波
　このうち、中国音楽 “ 金鐘賞 ”（党中央宣伝部によって承認されている最高
峰の音楽賞）の報道は 5 月号、12 月号にのみ掲載されている。毎号付されて
いる文章英文摘要と、総目録では省かれているがほぼ毎号登場する演出資訊（上










(1) 当代音楽家、(2) 創作研究・楽海擷英、(3) 専稿、(4) 音教園地、(5) 音楽学探索、
(6) 楽海鈎沈、(7) 民族音楽、(8) 環球採風、(9) 社会音楽生活、(10) 楽事短評、(11)
書林漫歩、(12) 楽海短波、(13) 演出資訊、(14) 文章英文摘要
休載→表演芸術
2 月号
(1) 当代音楽家、(2) 楽海鈎沈、(3) 専稿、(4) 創作研究・楽海擷英、(5) 音楽学探索、




(1) 専稿、(2) 当代音楽家、(3) 創作研究・楽海擷英、(4) 楽海鈎沈、(5) 表演芸術、




(1) 当代音楽家、(2) 創作研究・楽海擷英、(3) 楽海鈎沈、(4) 表演芸術、(5) 民
族音楽、(6) 音教園地、(7) 音楽学探索、(8) 環球採風、(9) 社会音楽生活、(10)
書林漫歩、(11) 楽事短評、(12) 楽海短波、(13) 演出資訊、(14) 文章英文摘要
休載→専稿
5 月号
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(1) 当代音楽家、(2) 中国音楽 “ 金鐘賞 ”、(3) 民族音楽、専稿、(4) 創作研究・
楽海擷英、(5) 楽海鈎沈、(6) 音教園地、(7) 表演芸術、(8) 環球採風、(9) 音楽




(1) 創作研究・楽海擷英、(2) 表演芸術、(3) 楽海鈎沈、(4) 専稿、(5) 当代音楽家、




(1) 当代音楽家、(2) 創作研究・楽海擷英、 (3) 楽海鈎沈、(4) 表演芸術、(5) 民
族音楽、(6) 専稿、(7) 音教園地、(8) 音楽学探索、 (9) 社会音楽生活、(10) 楽事




(1) 当代音楽家、(2) 専稿、(3) 創作研究（・楽海擷英）、(4) 北京現代音楽節、
(5) 民族音楽、(6) 楽海鈎沈、(8) 音教園地、(7) 音楽学探索、(11) 書林漫歩、(9)




(1) 専稿、(3) 創作研究・楽海擷英、(2) 当代音楽家、(7) 民族音楽、(4) 楽海鈎沈、(5)
表演芸術、(6) 音教園地、(8) 音楽学探索、(12) 書林漫歩、(10) 社会音楽生活、(9)
楽事短評、(11) 環球採風、(13) 楽海短波、(14) 演出資訊、(15) 文章英文摘要
休載なし
10 月号
(1) 専稿、(2) 当代音楽家、(3) 創作研究・楽海擷英、(4) 表演芸術、(5) 民族音楽、
(6) 楽海鈎沈、(7) 音教園地、(8) 音楽学探索、(9) 環球採風、(10) 社会音楽生活、
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(11) 書林漫歩 (12) 楽海短波、(13) 演出資訊、(14) 文章英文摘要
休載→楽事短評
11 月号
(1) 当代音楽家、(2) 専稿、(3) 創作研究・楽海擷英、(4) 表演芸術、(5) 民族音楽、
(6) 楽海鈎沈、 (7) 音教園地、(8) 音楽学探索、(9) 環球採風、(10) 社会音楽生活、
(11) 書林漫歩、(12) 楽海短波、(13) 演出資訊、(14) 文章英文摘要
休載→楽事短評
12 月号
(1) 創作研究・楽海擷英、(2) 中国音楽 “ 金鐘賞 ”、(3) 専稿、(4) 表演芸術、(5)
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“ 朱世瑞室内楽作品音楽会創作フォーラム ” 総述」（11/35）、張純、郭紅喜「葉
小綱教授師弟作品音楽会 “ 雲の上の日々 ” を評す」（4/20）、張建国「全く新し




























伝統音楽学会第 14 回全国大会および第 4 次会員大会総述」（2/70、【民族音楽】）
のほか、音楽評論の分野でも周建明「音声の道を評し、楽人の徳を論ず—中国
音楽評論学会第二回全国大会および第一回 “ 音楽評論学会賞 ”」（8/20、【専稿】）
や全国第一回 “ 音楽評論学会賞 ” 表彰結果発表（7/92、【楽海短波】）がある
ところをみると、近年重視されている分野であることが推測される。その他、
高彩栄「100 年の歴史を振り返り、手を携えて共に明日を作る−第 4 回全国
16 mixed muses no.3
音楽理論刊行物業務フォーラム総述」（2/32、【専稿】）、それから【楽海短波】




























も興味深いのは、周武彦「“ 参考文献 ” は “ 引用注釈 ” の代わりにはならない」

















「音楽院校 “ 学生募集ブーム ” をクールに考える」（3/84）に代表されるように、
とりわけ、高等教育に関して注目すべき動向が見える。喬邦利「音楽学エリー
ト養成者たちはかく語りき−第 1 回 “ 全国音楽学博士指導教員論壇 ”」（9/44）、
これについては【楽海短波】でも中国音楽学院 “ 第二回中国音楽博士論壇 ” 開
催（1/94）、中国音楽学博士指導教員論壇開設 (3/94) を報道している。また、
学科増設、カリキュラム改革も活発化していることが、王建元「大学レベルに
おける流行音楽教育も教科カリキュラムの確立を− 2006 年第 1 回中国音楽芸
術大学系流行音楽論壇の中心テーマを総括する」（1/58）、許冰、馬達「我が
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や、蔡夢「“ 第 2 回全国音楽学院作曲科主任連絡会議 ”」（1/30、【創作研究・
楽海擷英】）などは日本でも参考にしてはどうかと思う。
(4) 表彰・コンクール、音楽家の紹介
　【中国音楽 “ 金鐘賞 ”】は当該の 2 編の記事以外にも、【専稿】から張萌「金
鐘が広州に鳴り響き、合唱は湘江を揺るがす−第 6 回中国音楽 “ 金鐘奬 ” 第 1
回合唱コンクールノート」（9/20）、傅庚辰「中国音楽の新しい高まり−第 6
回中国音楽 “ 金鐘賞 ” 合唱部門第 1 回コンクール」（10/13）等大きく報道さ
れており、それ以外では【表演芸術】から周銘孫「さらなる新基軸を目指し
飛躍する− “2006 中国深 _ 国際ピアノコンチェルトコンクール ” 解説と批評」
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